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平成元年度全国地学教育研究大会

日本地学教育学会第43回全国大会

開 催

名古屋大会

佑 z
河玉二 内

上記の大会の開催について，次の要項が内定しましたので，ご案内いたします。

日本地学教育学会会長 平山勝美

全国大会実行委員長 木村－ WI 

大会テーマ 「地学を身近なものに」

期日平成元年8月21日（月〉～24日（木〉

会場名古屋市教育館〈名古屋市中区錦三丁目16)

日 程第1日 受付，開会式，記念講演，総会，研冗発表〈小・中・高分科会〉，懇親会

第2日 研究発表〈小・中・高分科会〉，全体会，閉会式

研究発表

第3～4日 見学・巡検会

Aコース 束三河地方の地質， l泊2日

見学地，内容：中夫構造線，領家三波川帯，設楽第三系，鳳来寺

山自然科学博物館，豊橋市自然史博物館

解散：：豊橋駅 15: 00 

Bコース 瀬戸地方，日局り

見学地，内容：瀬戸陶土層，瀬戸市歴史民俗資料館，品野陶磁器

センター，ぐ字

解放：名古屋駅 16: 00 

Cコース 知多半島，日帰り

見学地，内容：中新統師崎層群の地層見学と化石採集

解散：名古屋駅 16: 00 

※ 人数・費用・申し込み方法等，詳細については次回にご案内します。

※ 各コースとも，都合によって見学地を変更することがあります。

研究発表は質疑応答を含めてー題15分です。

申し込み用紙に必要な事項をご記入の上， 4月15日〈土）までに下記実行委員会あてお申

込み下さい（当日消印有効〉。

干448愛知県刈谷市井ヶ谷町広沢1 愛知教育大学地学教室内

日本地学教育学会第43回全国大会実行委員会

雪 0566-36-3111 内線（592）木村，内線（590）仲井，内線（588）遠西

宿泊申込学会開催時期に，名古屋および名古屋周辺では「デザイ γ博」など数々のイベγ トが

予定されております。早めにご予約されることをお勧めいたします。下記へ直接ご連

絡下さい。日本地学教育学会全国大会参加者であることを伝えて下さい。

近畿日本ツーリスト名古屋ユーストラベル支店

担当者加藤 淳 T E L 052-962-6881 
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平成元年

標記の大会に研究発表の申し込みをいたします。

．．．．．．．．．． 
・・・・・・・・・切

取

的・探求的な学習を重視し，地学的な事物・現象や地学

の応用，自然災害などについての理解を深める。一方で

は，地学の基本的概念を系統的に理解させ自然観を育て

ることも重要な目標となっています。中学校の理科にお

いても，天体観察を通して地球の特徴を，気象の観察・

観測を通して天気変化についての知識を，身近かな地形

や地層・岩石などの観察を通して大地の変動や地表変化

を，それぞれ扱うことになっていて，地学的内容は重要

な部分を占めています。小学校の理科についても同様

で，地学が内容とする知識，自然に対する見方や考え方

は大切な国民的な教養と考えます。地学教育の発展のた

めご協力のほどお願い申し上げます。

会員の皆様へお願い

本年は，学会のより一層の発展，地学教育の振興をは

かるため，新会員の募集に力をいれていきたいと考えて

おります。会員各位におかれましでも，志を同じくする

研究者・先生方に入会を勧誘していただきたくよろしく

お願いいたします。夏毘弘法全企強豪会箆現よみ念虫

込書を付しました。

昨秋，高校の新教育課程理科についての要望書を関係

方面に送付いたしましたが，現在，高校地学の開講数が

少なく，担当教員の採用も少なくなり，憂慮する状態で

あることが指摘されています。新しい教育課程では体験



日本地学教育学会概要
日本地学教育学会は，地学教育の振興および地学の普

及をはかることを目的として1948（昭23）年5月に日本

地学教育研究会として創立され， 1961（昭36）年，名称

を学会と改め現在にいたっております。

沿革

1946 （昭和21）年春，日本学術振興会に「地学教育研

究小委員会Jが設置され，新制高校における地学教育の
実状調査，生徒の自然観の調査などが実施されたが，昭

和23年にいたり小委員会の継続が困難となったため，こ

れにかわる研究機関として本会は発足しました。

おもな事業活動

① 機関誌「地学教育」の年6回発行。 42巻1号（通巻

第198号〉まで発行。（毎号32～36頁〉

②全国地学教育研究大会・全国大会を年1回開催。講

演，シンポジウム，小中高校分科会〈研究発表および

研究討議〉，野外巡検・見学会など。日本各地で開催。

③事務総会の開催年1因。

④海外巡検，見学旅行，講演会など随時開催。

⑤地学教育に関する調査研究，情報・資料の収集。

⑥全国の地学関係の諸国体との交流。

⑦研究の奨励および業績の表彰

会員の特典と会費

会費は年額4,000円。

日本地学教育今

会員の内訳は，小学校103名，中学校132名，高等学校

450名，大学124名，教育研究機関など 194名（昭和63年

度当初〉となっています。

① 「地学教育」の無料配布。同誌には会員であれば誰

でも投稿することができ，毎号，小中高校の現場の先

生方から寄せられた地学教育に関する実践や研究報告

が掲載されています。 〔地学教育は，教育研究団体の

事業費等の補助金を受けて発行しており，本年度は

113万円交付されました。〕

② 研究大会での研究発表，本会が開催する各種の行事

への参加。

③総会における議決権の行使，役員選挙における選挙

権および被選挙権の行使。

入会申込書に必要事項を記入の上，下記の学会事務局

まで送付下さし、。

184 東京都小金井市貫井北町4～1～1
東京学芸大学地学教室内

日本地学教育学会

0423-25-2111（内）2675,2681

振替口座東京 6-86783

を会入会申込書

日本地学教育学会に正会員と して入会を申し込みします。

手 月 日
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古河川環境の復元

一一岩手県花巻市周辺の新第三系・第四系を例として一一

照井一明＊．長浜春夫＊＊・長沼幸男＊料

I はじめに

堆積岩の教材を得る目的で，古地理復元のための調査

を行なった。野外調査によって，どのような資料を集め

古地理を推定してゆくのかを具体的な例で示すことがね

らいである。調査内容は，地層の分布，柱状図の作成，

斜層理の測定といった比較的容易な作業で、あるが，それ

らが貴重な資料になることを理解させることができれ

ば，著者らのねらいの一つは達成される。

堆積岩は，地史の解明に最も重要な対象であるが，地

層に残された多くの情報を駆使して堆積史や古環境を復

元するためには，詳細な数多くのデータを必要とする。

この種の教材としては，基盤岩との関係がわかりやすい

こと，堆積盆地が比較的小さいこと，古流系は生徒のレ

ベルを越えないあまり複雑でないことが，これまでの実

践からみて望ましし、。

調査地域は，岩手県花巻市から和賀郡東和町にかけて

であり，北上山地東縁部に位置している。本地域内の北

上川の支流をなす猿ヶ石川沿岸には，新第三系と第四系

がほぼ水平に分布している。本小論は，これらの地層の

解析によって，過去の河川の復元を行なった一実践例で、

ある。

本研究にあたり，岩手県立盛岡南高等学校大友晋二校

長をはじめ，同校理科教員の方々にお世話し、ただいた。

これらの方々に感謝の意を表します。

II 地質のあらまし

ここで述べる地域は，北上川東岸の花巻市と和賀郡東

和町にまたがる地域である。

また，ここであっかう地層は，宮沢賢治の有名な童話

“イギリス海岸”の中に登場してくる白色の地層で，北

上川層群と呼ばれ，凝灰質シルト岩を主として構成され

る。本地域の北上川層群は，早川ほか (1954）の金沢層

と真滝層に相当するもので，花崩岩・蛇紋岩・古生層・

安山岩などからなる基盤岩類を不整合に覆って分布して

いる〈図 1）。木下 (1972）によれば，前者は三ツ沢川

本岩手県立盛岡南高等学校料住友建設株式会社・中央工

学校講師（元地調） ＊紳埼玉県大宮市立南中学校

1988年4月27日受付 7月30日受理

層に対比され，後者は上駒板層と命名されている。三ツ

沢川層からは亜炭や植物化石を産するものの海成化石は

全く産出せず，両者はし、ずれも陸成層と考えられる。対

比や時代などにまだ未解決の問題もあるが，ここでは木

下 (1972）の定義に従いこれらの地層名を使用すること

にする。

(1) 三ツ沢川層

花巻市西方の豊沢川支流三ツ沢川を模式地として，木

下・岩井（1966）によって命名され，鮮新統とされてい

る。

本層（土岩相変化が激しく，また，有効な鍵層が少ない

ので対比が困難である。しかし，基底から約lOm上位に

挟まる層厚 1.zmの白色凝灰岩は，しばしば良い鍵層と
なる。これの下部は，多量の磁鉄鉱を含むとし、う特徴を

もつが，凝灰質シルト岩に移化することがある。

この鍵層の下位の地層は，一般にシルト岩と砂岩の互

層からなる。シルト岩および砂岩の単層の厚さは1～2

m程度で、ある。シルト岩は，灰～暗灰色で，塊状・平行

ラミナ・コンボリューションラミナなどの堆積構造を示

す。まれに炭質物や凝灰岩の薄層を挟むことがある。砂

岩の色は青灰色で，粒度は粗粒～極細粒であるが，細粒

であることが多L、。斜層理を示すことはまれである。

土沢駅から八日市場地域には，層厚lOmに達する磯岩

と際質砂岩が発達している。醸の円磨度は比較的良く円

～亜門際であるが，淘汰は良い場合と悪い場合とがあ

る。諜径は， 20cm以下で5cm程度のものが多い。諜種

は，ホノレンフェルスを主とし，輝緑凝灰岩・扮岩・花樹

岩・珪岩などからなる。磁の基質は黒雲母質の砂岩から

なる。

鍵層とした白色凝灰岩の上位~こは，層厚変化は著しい

が，よく連続する Sm以下の層厚をもっ砂岩が重なって

いる。これは雲母質の際質粗粒～細粒砂岩であり，塊

状・平行葉理・コンボリューションラミナなどの堆積構

造を示す。粗粒砂岩中には普遍的に斜層理の発達がみら

れる。

この砂岩の上位は， シルト岩がよく発達し， 砂岩と

1・2層の凝灰岩を挟在している。また， このシノレト岩

は，砂質のことも凝灰岩質のこともある。この層準に挟

まる二層の凝灰岩のうち，下位の凝灰岩には，白色ある
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いはオレンジ色で，層厚40個以下の軽石層が伴なってい

る。上位の凝灰岩は，比較的連続性が良く，白・黄・桃

などの色を示し， 50個以下の層厚をもっている。この層

準の砂岩は，極粗粒～細粒砂からなり，塊状・斜層理・

コンボリューションラミナ・平行ラミナなどの堆積構造

を示す。

本層の厚さは，基盤岩の凹凸に著しく左右され，また

基底部のみられる所も少ないので十分明らかでないが，

20数mと見積もられる。

本層からは， Menyanthestrifoliata（ミツガシワ〉種

子， ］uglanscinerea megacinerea （オオパタグノレミ〉

殻果， Piceamaximowiczii （ヒメバラモミ〉毛主果など，

メタセコイア植物群とともに寒冷型の植物化石を産す

る。

(2) 上駒桓層

花巻市高松字駒板を模式地として命名された（木下，

1972）地層で，更新統とされている。

操岩・砂岩・シルト岩からなり，下位の三ツ沢川層と

は浸食面をもって接し，平行不整合の関係にある。本層

の砂岩は，一般に粒度が大きく，極組粒～粗粒砂で構成

され，際を含むこともある。特に，基底部には際を伴な

うことが多L、。また，砂岩には黒雲母が多量に含まれて

口 Alluvium

CJ K~~~~f~~a 
口 Mits uzaw叩 wa

Formation 

m s~；~~ent 
。

〔地学教育

おり，斜層理もよく発達している。

本層の特徴の 1つとして，上位に向かつて細粒化する

傾向が各地でみられ，際岩・諜質砂岩・粗粒砂岩→細粒

砂岩→シルト岩へと漸移している。本層には，このよう

な2回の堆積輪廻がみられる。下駒板地域には，それら

の累重関係のよく見られる好露頭がある。すなわち，大

型斜層理を示す諜岩が最下位にあり，その上にメガリッ

プノレベッテンクーの発達した中粒砂岩が重なり， スモーノレ

リップルベッテングを示す細粒砂岩へ移化する。さらに

この上位は，植物根や茎化石の発達した塊状細粒砂岩と

なり，最上部は平行ラミナを示す、ンノレト岩に変わってい

る（第E図版〉。

本層の層厚は10数m程度と推定される。本層からは時

代を決定するに足る化石は得られていない。

図2には，調査地域30地点の柱状図を示し，地層の対

比を行なっている。

:m 層相変化

両層の堆積物は，既に述べたようにその岩相の特徴か

ら陸成層と考えられる。図2の柱状図から，これらの陸

成層は，砂・シノレト互層，粗粒砂・含際粗粒砂層，シル

ト層，諜層，亜炭層に区分される。

》｜《

m 

花巻市ー東和町地域の地質図および柱状図地点
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図3および図4は，このような単位で示した層相変

化図である。これによると層相変化に次のような特徴

が認められる。

三ツ沢川層においては，ほぼ全域が砂・シルト互層

であるが，南東地域の八日市場周辺では磯層が優勢で

ある。また，下駒板地域でも，斜層理の発達した諜層

と粗粒砂層が分布する。亜炭層は中川目地域で発達し

ている。その他，図幅からはずれるが，南東部の晴山

地域と南西部の高松地域にも亜炭層の分布がみられる

（図3）。

上駒板層では，土沢，鶴沼，唐人沢にかけての調査

地東方の地域に，斜層理の発達した粗粒砂岩層が分布

しているが，際／曹の分布はまれである。しかし，六本

木から下駒板にかけての地域では，諜層・粗粒砂層・

含醗粗粒砂層の発達がきわめて顕著で，斜層理も良く

発達している（図4）。
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古流向

本地域に分布する諜岩，含醸砂岩，粗粒～中粒砂岩

中には斜層理が良く発達している。古流向の推定を目

的に，平面型斜層理の傾斜角を測定したく表 I）。本

地域の地層は， 50未満の傾斜を示す程度でほぼ水平

であるから，斜層理の傾斜方向は，そのまま当時の流

向を示すものと考え補正はおこなっていない。

全地域にわたり，できるだけ多くの斜層理の発見に

努めたが，細粒堆積物を主とするために斜層理の存在

しないことも多く，合計で19地点， 66セットを測定し

たにすぎない。三ツ沢川層では8地点， 25セット，上

駒板層では11地点， 41セットである。しかし，これら

の結果は， 図5・6に示すように， 興味ある流系を示

している。すなわち，三ツ沢川層では，ややぱらつい

た傾向を示しているが，南の地域ではSE～S～S w 
→NW～N～N Eの流向を示し，北西地域では逆にN

E～N～NW→S W～S～S Eの流向を示している

〈図5）。

上駒板層では， SE～E→NW～Wのかなり明瞭な

流向を示している。これから東→西へ向う卓越した水

流の存在が推定される（図6）。

なお，北上川層群全体の古流系については，既に長

浜ほか (1980）によって報告されている。
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堆積環境とその変遷

今回の調査で明らかになった層相変化と古流系など

から，まず層相の形成環境について検討する。

三ツ沢川層の砂・シ／レト互層は，連続性の悪い亜炭

v 
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地層名
測定地点

No  

3 

一一 8 

、y 1 2 

1 4 

沢

1 5 

}II 

2 0 

層 2 7 

3 1 

6 

1 1 

上
1 2 

駒

板 1 6 

1 8 

層

1 9 

2 1 

2 3 

24  

2 6 

3 2 

表 1 斜層理の走向，傾斜

測 定 健

NS, 1 5・W. N 7 0・w 1 5・SW. N 1 0・E, 2 0・Nw. 
N 2 5・w. 3 0・W. NS, 18・W N 1 5・w. 1 0・w

N40・w. 1 5・w.

N4o・w. i1・w. 

N80・w. 1 2・N. N 4 0・w. 1 3・N N 5 0・w. 1 5・N.
N 5 O・w. 2 3・N. N 3 0・E, 2 0・E. N 6 5・E, 1 8・N.

N80・w. 2 5・N

N 7 0・w. 1 5・N

N 5 5・E, 2 O・W N 5 0・E, 2 SW  

N 5 0・w. 3 7・S N40・E, 30W  EW, 18・s
N80・E, 1 0・S N 6 0・E, 1 5・W N 2 3・E, 2 3・w.
N68・E, 2 0・s.

N 5 O・w. 3 0・W. N 3 5・w. 3 0・E.

N 1 0・w. 2 2・W. N 5・w. 2 0・E NS, 2 0・E.
N20・E. 2 0・E. N 3 0・w. 2 5・E. N 6 8・E, 2 8・w.

N 5 5・w. 3 0・W. N 5 5・w. 2 0・W. N 6 0・w. 2 0・w.
NS, 1 4・W. N 3 0・E, 2 0・W. N 4 O・w. 2 8・w.
N 2 0・w. 1 3・W. N 5 0・E, 1 5・W. N 4 0・E, 2 0・w.
N60・E, 2 0・w.

N20・E, i 0・w.

N40・E, 1 0・W. NS, 20・w.

N 2 5・E, 2 5・W. N 2 0・E, 1 5・W. N 3 0・E, 2 0・w.
N45・E, 2 0・W. N 2 5・E, 2 O・W. N 2 0・E, 2 2・w.
N30・E, 2 2・w

NS・E, 1 5・W. N 1 0・E, 2 6・w

N 1 0・w. 2 5・W. N 2 0・w. 1 8・W. N 4 0・w. 2 0・w.
N 1 5・w・. 2 o・W. N 2 5・w. 1 5・S N 1 0・w. 1 5・w.

N 5 0・w. 3 0・w.

NS, 1 4・W. N 3 0・E, 2 0・W N 4 O・w. 2 8・w.
N20・w. 1 3・W. N 5 0・E, 1 5・W N 4 0・E, 2 0・w.
N60・E, 2 0・W. N 7 0・w. 1 2・N N 1 5・E, 2 0・w.
N 3 0・E, 2 0・W. N 7 4・E, 2 5・N.

物と考えられる。

上駒板層の諜岩・際質砂岩・粗

粒砂岩は，斜層理の発達が良く，

流速の大きな堆積環境を示してい

る。この堆積物は，下位のシルト

岩や凝灰岩と浸食面をもって接す

ることが多く，シノレト岩の同時浸

食際を含むこともある。以上の事

実から，これらは河川成の堆積物

と考えられる。また，上位の細粒

砂・シルト層は，氾濫原もしくは

湖沼成の堆積物と考えられる。た

だし，この河川には雲母質の砂岩

を主とするものと，古生層などの

疎からなる諜質の二河川の存在が

推定される。

図7・8に，両層堆積時の古地

理を示した。これらの古地理図に

示した河道の復元にあたっては，

チャンネル壁の存在（下駒板A地

点，八日市場B地点〉，諜層や斜層

理の発達した粗粒堆積物の分布，

および古流系の全体的な方向を考

慮した。また，湖沼の位置につい

ては，層相の連続性と単相の成層

状態などに注目して推定した。

本地域の三ツ沢川層および上駒

板層の堆積環境の変遷についてま

とめると次のようになる。

層や植物根化石を伴ない，シルト層中に砂層を頻繁に挟

むこと，凝灰岩も岩相変化が激しく陸上と水中堆積の両

者があることなどから，比較的安定な水域が推定される

ものの，一般には不安定な水域のもとでの堆積を示して

いる。この堆積環境として，小規模な湖沼や氾濫原での

堆積が考えられる。

三ツ沢川層堆積期の前半には，

基盤岩の凹凸を埋め，湖沼および

氾濫原環境下において砂・シルト

を堆積した。南東部からは，古猿ケ石川が流入し諜質の

堆積物を供給した。この時期の後半には，ほぼ全域が氾

濫原～湖沼環境となった（図7）。

上駒板層堆積期になると，東および南東から西へ向か

つてこつの河川が形成された。古絹JI[からは花崩岩質の

砂が，古猿ケ石川！からは際質の粗粒砕屑物が供給された

（図 8）。また，八日市場地域に発達する牒層は，古流系が牒層

の連続性と調和的な南東→北西を示し現猿ヶ石JI！の流路

の方向と一致すること，諜種構成は現河JI！際と一致して

いること，諜層は上下方向では上方細粒化現象を示し，

水平方向には砂・シルト互層へ漸移することなどの特徴

をもっ。これらの事実から，この際層は河川成の堆積物

であり．砂・シルト互層は湖沼成ないしは氾濫原の堆積

VI まとめ

北上川東岸の花巻市～和賀郡東和町にかけての地域に

は，先鮮新統の基盤岩の凹地を埋め，鮮新統三ツ沢川層

とそれを平行不整合におおう第四系上駒板層が分布して

いる。これらの供給源は，いずれも東方の北上山地の花
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図7 三ツ沢川層堆積時の古地理図

図8 上駒板層堆積時の古地理図

崩岩や古生層などであり，河川・湖沼・氾濫原などの環

境下で堆積がおこなわれた。これらの河川は，古猿ヶ石

川と古絹川であり，南東→北西への流路をもち，現在の

流域とは異なった位置を占めていた。

本地域の地史は，北上川流域に分布する北上川層群の

解明に一つの視点を与えるものと思われる。さらに，郷

土の地形の変遷といった分野においても，有効な教材に

なり得ると思う。授業での展開については，ここでは詳

述を避けるが，以下のような演習が可能である。①地層

の対比，②地形・地質断面図の作成，③岩相図の作成，

④古流系図の作成，⑤古地理図の作成。

以上，簡単に取りまとめたが，この分野の教材はまだ

まだ不足であり，教材開発を急ぐ必要を感じているしだ

(7）ー7

いである。
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照井一明・長浜春夫・長沼幸男：古河川環境の復元一岩手県花巻市周辺の新第三系・第四系を例として一地

学教育 42巻， 1号， 1～8, 1～3図版， 1989.

〔キーワード〕 堆積岩教材，北上川層群，河川環境，古流向，堆積相，堆積史．

C要旨〕 堆積岩の教材を得る目的で，古地理復元のための調査を行った．ここでは，岩手県花巻市周辺に分布

する新生界を対象とし，地質図，柱状図，堆積構造などの資料を得た．その結果に基づき，本地域がおもに湖

沼環境から河川環境へと変遷したことをつきとめ，古地理図を作成した．この結果は，北上川層群の解明に一

つの視点を与えると共に，郷土の地形の変遷や，堆積岩の形成などの教材として役立つものと思われる．

Kazuaki TERUI, Haruo NAGAHAMA and Yukio NAGANUMA : Reconstruction of the ancient 

fluvial environment ー Onthe Neogene and Quaternary systems around Hanamaki city, Iwateー；

Educat. Earth Sci., 42 (1), 1～8, with 3 pls, 1989. 

図版説明

第I図版

1.上駒板層のチャンネル構造．三ツ沢川層（M）の撰灰質、ンノレト岩が，数m浸食され，上駒板層（K）の黒雲
母

質粗粒～中粒砂岩により埋積されている． チャンネノレ壁はほぼ東西方向に延びている．岩手県花巻市高松字駒

板．

2.三ツ沢川層の河川成諜岩．ホルンフェルス・ヒシ岩・花崩岩・蛇紋岩などの際で構成される．古流向は右→左

（東→西〉を示す．岩手県和賀郡東和町八日市場．

第E図版

1.上駒板層の粗粒砂岩中の大型斜層理．斜層理のセットの厚さは上方に向かつて減少する．基底部にシルト岩の

同時浸食諜が見られる．古流向は右→左〈東→西〉．岩手県和賀郡東和町南川目．

2.上駒板層の中粒～細粒砂岩中に見られる small-ripple cross -bedding.岩手県花巻市高松字下駒板．

第皿図版

上駒板層の河川成堆積物．疎からシルトまで漸移する上方細粒化現象が見られる．

岩手県花巻市高松字下駒板．
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地学教育第42巻第1号（通巻第198号） 9～18ページ 1989年1月

長野県南安曇郡奈川村周辺地域の地質とその教材化

竹内秀行＊

1. はじめに

近年，地学教育の分野では「地域素材の教材化」が重

視されてきている。地域素材を教材化する際，教師自身

が研究した結果を素材にで、きれば教育効果はさらに大き

いと思われる。

長野県においては，従来，新生界の発達する地域の地

質の教材化は地形的理由，都市に近いことなどから多く

の研究実践例がある〈例えば，松本盆地団体研究グルー

プ， 1977；山下ほか， 1982）。しかしながら，中・古生界

の発達する長野県西部地域はその急峻な地形のため大塚

(1985）を除けば， 最近では詳細な岩相層序区分につい

ての研究がほとんどなされておらず，また，近年，急速

に進歩してきた放散虫化石に基づく地質時代についての

検討もほとんどなされていない。このため長野県西部地

域の地質は身近にありながら教材化しにくい素材とされ

てきた。

そこで，筆者は地域地質の教材化の具体例として，長

野県西部地域に位置し，都市部である松本市や観光地で

ある上高地からも比較的近距離にあり，亀井 (1956）以

来層位学的研究の行なわれていない奈川村周辺地域を対

象として地質を明らかにし，これを基礎として本地域の

地質の教材化について試みた。

2. 地質

奈川村周辺地域には中生界が広く分布し，田中ほか

(1952）により梓川層群と命名されている。“梓川層群”

は今回の調査により，その岩相上の特徴から下位より，

一部ホルンフェノレス化した下部頁岩・砂岩互層（層厚約

2000m），下部頁岩層（層厚約2000m), レンズ状の際岩

やチャートの際を含む上部頁岩・砂岩互層（層厚約2500

m），中部頁岩層〈層厚約350m），下部層状砂岩層（層厚

約2500m), 上部頁岩層（層厚約250m), 上部層状砂岩

層（層厚約600m）に岩相層序学的に区分されることが判

明した。各層の分布および岩相は図 1, 2に示すとおり

である。各層は互いに整合的な関係にあるが，下部頁岩

層と上部頁岩・砂岩互層は一部同時異相の関係にある。

本地域東部の；“梓川層群”には古第三紀の奈川花崩岩〔片

＊長野県諏訪市立中洲小学校

1988年3月20日受付ー 8月27日受理

田・識見， 1964）が貫入している。本地域の“梓川層群”

は第四系の乗鞍岳起源のーノ池溶岩（亀井， 1956）およ

び段正堆積物により直接不整合に覆われている。本地域

の中生界は，従来，詳細な岩相層序区分がなされておら

ず，今回の調査により，初めて，詳細な層序区分がなさ

れた。また，大塚 (1985）により本地域東縁部の梓湖東

方でオリストストリスとされたチャートの岩体は，岩相

および顕微鏡観察により一部ホルンフェルス化した下部

頁岩・砂岩互層であると考えられる。さらに，奈川花崩

岩の分布は，亀井 (1956）中に示されているように，風

吹山，鉢盛山，小鉢盛山などの山体全域に分布するので

なく，これらの山体の，中腹にのみ認められることが判

明した。

奈川村周辺地域の“梓川層群”の走向は，北東一南西

方向が卓越し， 50～90。西へ傾斜する。一部逆転層はみ

られるものの，北西上位である。本地域には東部に認め

られる北西ー南東方向の境峠断層（仁科， 1982）の他に

境峠断層の走向に平行な北西ー南東方向の小断層群と，

この断層に直交する北東一南西方向の小断層群が初めて

認められた（図 1）。

奈川村周辺地域の“梓川層群”の地質時代は本地域の

10産地（図 1), 16試料（うち，チャート牒より 13, 頁

岩際よりし頁岩より 2試料〉から38種の放散虫化石が

得られた（表 1)。このうち，中部頁岩層の産地6より得

られた Unumacfr. echinatvs Ichikawa et Yao（図版

1の図12), Unuma sp. （図版1の図11), Tricolocaρsa 

(?) fusiformis Yao （図版 1の図13），下部頁岩層の産

地 9で得られた Tricolocapsap!icarum Yao （図版 1の

図14), Tricolocaρsa cfr. ruesti Tan （図版 1の図15)

等はジュラ紀中期を代表する Unuma echinatus群集

(Yao et al., 1980）の特徴種である。以上から“梓川層

群”の地質時代は中生代ジュラ紀中期と推定される。一

方， “梓川層群”中に異地性の岩体として含まれるチャ

ート牒と際岩中の頁岩牒からも多くの放散虫化石が産出

している。すなわち， Emiluvia(?)cochleata Nakase-

ko et Nishimura（図版 1の図 1, 2 ), Staurosρhae1a 

triloba Nakaseko et Nishimura （図版 1の図4）は三

畳紀中期に限られ， Staurodora Z’ariabilis Nakaseko 

et Nishimura （図版1の図 3), Yeharaia ]aρonica 

Nakaseko et Nishimura （図版 1の図8), Eρtin-
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表1 “梓川層群”の頁岩，およびチャート際と楳岩中の頁岩牒より産出した放散虫化石（産地番号は図 1参照〉

そ，，ヨ, 平日 チャート喋 L頁岩礁 ；以岩ー

＼ でく＼～Ll 2 33 444444 5 7 8 l 0 6 9 

オ重
／／／／／／／／ 

12 123456 
1. Emiluvia (?) cochleata Nakaseko et Nishimura x x 
2. Emiluvia (?) sp. x 
3. Pseudostylosphaera japonica (Nakaseko et Nishimura) xx xx 
4. Pseudostylosphaera SP. 
5. Stau.rodoras variabilis Nakaseko et Nishimura 

6. Staurodoras (?) sp. 
7. Starosphaera triloba Nakaseko et Nishimura 
8. Spongostephanidium (?) sp. 
9. Capnodoce sp. 
10. Capnodoc:e (?) sp. 

11. Capnuchosphaera sp. 
12. Capnuchosphaera (?) sp. 
13. Cryptostephanidium sp. 
14. Perispongidium (?) sp. 
工5.Pseudoheliodiscus sp. 

工6.Archaeosemantis sp. 
17. Archaeosemantis (?) sp. 
工8.Pseudoheliodiscus (?) sp. 
19. Yeharaia japonica Nakaseko et Nishimura 
20. Triassocampe sp. 

21. Triassocampe (?) sp. 
22. Epitingium manfredi Dumitrica 
23. Tripocyclia (?)cfr. acythus DeWever 
24. Tripocyclia (?) sp. 
25. Tripocyclia sp. 

26. Eucヲrtidiellumunumaensis (Yao) 
27. Unuma cfr. echinatus Ichikawa et Yao 
28. Unuma sp. 
29. Unuma (?) sp. 
30. Stichocapsa cfr. robusta Matsuoka 

31. Stichocapsa (?) sp. 
32. Tricolocapsa (?) fusiformis Yao 
33. Archaeodictyomitra sp. 
34. Tricolocapsa plicarum Yao 
35. Tr_icolocapsa cfr. ruesti Tan 

36. Tricolocapsa sp. 
37. Tricolocapsa (?) sp. 
38. Gongヲlothorax (?) sp. 

gium manfredi Dumitrica （図版1の図 9, 10）図版

の図は三畳紀中期～後期にかけて認められ， Capnodoce 

sp. C図版1の図 5), Caρnuchosρhaera sp. （図版 1の

図6), Cryρtostψhanidium sp. （図版 1の図 7）は三

畳紀後期に限られる（岸田・菅野， 1982）。以上から“梓

川層群”中に異地性岩体として含まれるチャート際や頁

岩牒の地質時代はそれらの際が含まれる層序と無関係に

中生代三畳紀中期～後期であることが判明した。

x xx xx x 
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x 
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3. 地質の教材化

上述した地質調査の結果，奈川村周辺地域には小・中

学校で扱う教材として利用可能な地質現象が数多く確認

された。それらについて特に5地域を例として述べる。

(1) 入山地域〈図1の①：大白川河口から入山に至る

地域

ここでは小学校の教材として頁岩や砂岩などの堆積

岩のほかV字谷が，また，中学校の教材として頁岩や
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。
屋形原・小黒川橋より小黒川上流の地質柱状図

た，両雲母花嗣岩は大白川沿いで観察でき，その構成

鉱物は主として黒雲母，石英，斜長石からなり，わず

かに白雲母も含まれる。雲母類は自形～半白形のもの

が多い。さらに，入山の集落からは大示川と梓川本流

の下刻作用によって形成された見事なV字谷を望むこ

とヵ：で、きる。

(2）古宿下地域〈図1の②：古宿下から黒川渡に至る

地域〉

ここでは小学校の教材として川の曲流による運搬や

図3

砂岩などの堆積岩と接触変成作用を受けてホルンフェ

ルス化した頁岩・砂岩互層，節理の発達した両雲母花

崩岩などが観察される。

下部頁岩・砂岩互層の頁岩や砂岩の単層の厚さは10

～15佃で，層理面は明瞭であり，スレート努開が認め

られる。砂岩は赤紫色かやや暗赤紫色を示し，一見す

ると層状チャートに類似しているが，新鮮な面で、は母

岩で、ある粗粒砂岩の粒子が5～10倍のル一ベで

れるので、，野外でも容易にチャートと識別される。ま
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侵食（流れの外側〉と堆積（流れの内恨のの様子が観

察できる。大示川の左岸沿いの道路から川原までの高

低差が Imと低いため低学年でも容易に降りて観察す

ることが可能である。また，中学校の教材として砕屑

岩岩脈，塊状砂岩と整合関係にある頁岩，構造運動を

示す断層ゃ道転菅が観察できる。

この地域の大示川は中流から下流にあたり蛇行して

いる。砕屑岩岩旅は古宿下バス停留所の北方15mの下

部頁岩層中に認められる砂岩岩脈で，火成岩岩脈のよ

うに走向・傾引が NS, 85° Eの頁岩の成層面をきっ

て走向・傾j，が EW, 75° Sの砂岩が貫入している。

砂岩岩脈の幅；土30～50cm，中粒砂岩で比較的均質堅硬

で，貫入してL、る方向と直交するように節理が認めら

れる。古宿下ノミス停留所の北方25mで、は層厚60～SOcm 

の黒色下部頁岩層が上部頁岩・砂岩互層中のいわゆる

グレイワッケからなる塊状砂岩に整合に覆われるのが

観察される士古宿下バス停留所の南方15mでは上部頁

岩・砂岩互冒中iこ南北性の走向で垂直に近い傾斜をも

っ小断層群や逆転層が認められる。

(3) 黒川渡地域（図 1の③：大示月比黒川との合流点

付近から屋形原；こ至る地域）

大示川と黒川との合流点では小学校の教材として，

いろいろな形，大きさ，色の際を川原で採取したり，

黒川沿いでほ頁岩，砂岩，際岩などの堆積岩が観察で

きる。また，中学校の教材としては，操および牒岩を

中心とした学習（諜種，傑径，際形，円磨度，ファブ

リックなどを調査し，その供給源などを推定する学

習〉や堆積岩中に認められる平行葉理，スランプ構造

などの堆積構造の観察ができる。

この地域は東方の花崩岩地帯から流れ込む沢と基盤

岩の発達する地域から流れ込む黒川との合流地点であ

るために川幅が広くなり，際は両雲母花崩岩，アプラ

イト，石英安山岩などの火成岩と細粒，中粒，粗粒砂

岩，グレイワッケ，珪質頁岩，頁岩，粘板岩，チャー

トなどの堆積岩，ホルンフェルスなどの変成岩が加わ

って際種が豊富となる。また，黒川河口付近では平行

葉理の認められる砂岩岡中や黒色頁岩層中にスランプ

構造が認められる。さらに，黒川中流域では層問機岩

が発達し，特に，円牒岩にのみ花崩岩，アプライト，

石英班岩などの火成岩類が認められ，また．緑色片岩

のような明らかに外来起源の醗も認められる。これら

のことは本地域の砕屑岩類の供給源を知る上での大き

な手掛かりとなる。

(4) 屋形原地域（図 1の④：黒Jllと小黒川との合流点

付近から小黒川上流約200mに至る地域〉

(15）ー15

ここでは主として中学校の教材として地質時代，堆

積環境の推定などの学習が展開できる。

小黒川橋から小黒川上流200mまでの図3に示すよ

うな上方細粒化シークエンスの繰り返しが認められ

る。すなわち上位より石英班岩や花崩岩などの火成岩

の醗を含む際岩（屑厚約 1.Sm), 塊状砂岩（層厚約

0. 2m），チャネル基底を境として一部に平行葉理の認

められる砂質頁岩の薄層をはさみ，級化層理が認めら

れる灰色粗粒砂岩（層厚約3.Om），チャネノレ基底を境

として中～粗粒砂岩の基質でチャートや砂岩，頁岩な

どの同時侵食牒からなる角礁岩（層厚約1.5m），平行

葉理の認められる黒色頁岩（層厚約0.3m），青色～灰

青色層状チャート（層厚約1.5m），頁岩岩片を含み，

級化層理が認められる灰色粗粒砂岩（層厚約0.5m), 

級化層理が認められる黒色頁岩（層厚約0.6m），頁岩

岩片を含み，級化層理が認められ，保存の悪い底痕が

認められる灰色粗粒砂岩（層厚約0.5m），平行葉理や

級化層理が認められる黒色頁岩（層厚約O.2m），頁岩

岩片を含み，級化層理が認められる灰色粗粒砂岩（層

厚約0.3m），下部にはスランプ構造が発達し，上部に

はコンボルート葉理や級化層理が認められる灰色～青

灰色の砂質頁岩（層厚約2m），級化層理が認められ，

頁岩と砂岩の層厚が0.5cmの頁岩・砂岩互層（層厚約

0. 5m），黒色頁岩（層厚約2.0m），チャネノレ基底を境

として頁岩岩片を含む塊状粗粒砂岩（層厚約1.Om), 

頁岩と砂岩の層厚が0.5cmの頁岩・砂岩互層（層厚約

0. Sm），青色～灰青色層状チャートをレンズ状に含む

塊状粗粒砂岩（層厚約l.5m）が認められる。このよう

な上方細粒化シークエンスの繰り返しは陸上では河川

に，海では大陸斜面～海底扇状地にかけて認められる

（立石， 1983）。また，小黒川砂防ダム東方の屋形原部

落入口では層状チャート中に含まれる放散虫化石がノレ

ーベを用いて観察できる。このように一見して化石の

含まれていないような岩石にも化石が含まれているこ

とが児童，生徒の興味をそそり，他の岩石にも化石が

含まれている可能性が認識できる。その後，本地域の

産地6, 9のような原地性の岩体から教師によりフッ

化水素酸処理などによって抽出された放散虫化石を顕

微鏡下で観察させる。前記した上方細粒化シークエン

スと岩相から奈川村周辺の“梓川層群”が大陸斜面～

海底扇状地にかけての堆積物であることが推定される

が，屋形原地域の地層と化石の観察に上方細粒化シー

クエンスの認められる環境と放散虫の生態についての

仮説を加えることにより同様な推定が児童，生徒自身

によっても可能であり，このような堆積環境の推定を
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行なうことで総合的思考を養うことができると考えら

れる。さらに，放散虫化石の進化などを解説すること

により地質時代についても学習することができると考

えられる。

(5) 野麦峠沢地域（図 1の⑤：川浦から野麦峠に至る

県道i齢、地域〉

ここでは小学校の教材として，川の上流と中流の川

原の様子の違い（石の大きさの変化， 流水の様子〉，

段丘が観察できる。 また， 中学校の教材として不整

合，断百，火山砕屑岩類，岩脈，節理などが観察でき

る。

川原の様子は野麦峠沢沿いに県道が通っているため

観察には便利で、ある。また，周辺の山田Lが荒れている

様子や多くの砂防ダムから自然と人間とのかかわりに

ついても学習することができる。不整合関係は川浦か

ら野麦峠に通じる旧野麦街道沿いで観察でき，下部お

よび上部層状砂岩と乗鞍岳ーノ池溶岩の一部である凝

灰角諜岩との聞に認められる。下部および上部層状砂

岩は粗粒で単層の厚さは6～30cm, 上部ほど泥質とな

り走向・傾斜はNs, 75～80°Wを示す。これに対し，

凝灰質シルトの基質で，その量は35%以下，礁種は石

英安山岩や火山弾， i手石からなる凝灰角珠岩が下部お

よび上部冒状砂岩をほぼ水平に覆っている。また，乗

鞍岳ーノ池溶岩の石英安山岩中には板状，柱状節理な

どが認められる。特に柱状節理の発達した石英安山岩

溶岩は野麦峠付近で観察することができる。石英安山

岩岩脈は野麦峠沢北方の山体の峰沿いに点在し，ほぽ

NW-S E方向の断層に沿って貫入している。さら

に，野麦峠から奈川方面を望むと野麦峠沢の右岸に段

丘が認められる。

4. おわりに

身近な自然，本物の自然に触れさせるようにすること

こそが地学教育の第一歩だと考える。奈川村周辺地域は

急峻な地形と複雑な地質構造のために，地質について不

明な点が多く教材化が困難であったが，今回の調査によ

り本地域の地質が明らかとなり，初めて本地域の地学教

材が明確化された。今後は，児童生徒の身近な場所であ

る本地域の地質現象をより詳細に取り上げることで“親

しみのある地学”に，また，それらを生かして，より意

欲的に学習する方法を見出していこうと考える。

〔地学教育

の猪郷久義教授，指田勝男博士には微化石の抽出法，放

散虫化石の同定について御指導と御助言を賜った。上越

教育大学の天野和孝博士，中川清隆博士，大場孝信博士

には本論文作成に際して有益な御教示と御坊言をいただ

いた。信州大学の田中邦雄教授，長野県南安曇郡奈川村

立奈川小学校教頭永井節治氏，長野県松本市立鎌田小学

校教諭堀内義氏には本研究の内容について有益な御教示

と御助言をいただいた。長野県南安曇郡穂高町立穂高小

学校校長降旗正幸氏，前上越教育大学教授菅野三郎博士

には有益な御助言をいただいた。長野県教育委員会には

長期にわたる研讃の機会をお与えいただいた。長野県南

安曇郡奈川村立奈川小中学校，長野県南安曇郡奈川村教

育委員会，長野県木曽郡上松営林署には野外調査に際し

御便宜を計っていただいた。佐々部典子氏をはじめとす

る上越教育大学地学教室の学生諸氏には研究をまとめる

に際し御協力をいただいた。以上の諸氏，諸機'.*1に厚く

お礼申し上げる。
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竹内秀行：長野県安曇郡奈川村周辺地域の地質とその教材化；地学教育， 42巻， 1号， 9-16. 1989 
〔キーワード〕 地質教材，梓川層群，長野県南安曇郡奈川村周辺地域，小・中

〔要旨〕 近年，地学教育の分野では「地域素材の教材化」が重視されてきている。そこで，筆者は地域地質の
教材化の具体例として，長野県西部地域に位置し都市部である松本市や観光地である上高地からも比較的
近距離にあるにもかかわらず，層位学的研究の乏しい奈川村周辺地域を対象として地質を明らかにし，これ
を基礎として本地域の地質の教材化について試みた。その結果，岩相層序，地質構造および地質時代などに
ついていくつかの所見が得られ，奈川村周辺の地域に教材として適切な地質現象を認めることがで、きた。

Osaka Geosci叶Japan. ]our. ma area. central 

Hideyuki TAKEUCHI: Geology and Its use as the available teaching materials of the Area in and 
around Nagawa Village in Minamiazumi-gun Nagano Prefecture; Educat. Earth Sci., 42 (1). 
9～16, 1989. 

図版 1 “梓Jll層群”産放散虫化石
（図6,7, 11ー15のスケールは lOμm，それ以外は 50μm)
Emiluvia ( ? ) cochleata Nakaseko et Nishimura 

Staurodoras variabilis Nakaseko et Nishimura 

Staurosρhaera trilova Nakaseko et Nishimura 

Caρnodoce sp. 

Caρnuchosρaera sp. 

Cryρtosteρhanidium sp. 
Yeharaia faρonica Nakaseko et Nishimura 
Eρtingium manfredi Dumitrica 

Unuma sp. 

Unuma cfr. echinatus Ichikawa et Yao 

Tricolocaρsa ( ? ) fusiformis Yao 
Tricolocaρsaρlicarum Yao 
Tricolocaρsa cfr. ruesti Tan 

q
ム

ハ

リ

’EA
 

，

，

 

つ

山

円

δ

1

サ

－

D

1

3

4

5

6

7

8

9

 

’・a

，，A

・・且

図

図

凶

図

図

図

図

図

図

図

図

図

図



竹内秀行 図版1 “梓川層群”産放散虫化石
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段丘構成層の観察学習と

その学習を補助するボーリンゲ模型の活用

高橋良政＊・菊池真市料

1. 序

身近に見られる地層の観察によって，小学校理科6

年・「大地のっくり」の指導目標が達成できるとされて

いる（文部省， 1979）。従って，本単元の指導において

は，野外観察が極めて重要な役割を果たすことになる。

しかし，近年の都市環境整備の進展に伴い，地層の観察

適地が減少してきた。この傾向は，自然に恵まれている

岩手県花巻市においても例外ではない（例えば菊池，

1981)。野外での観察学習が実施されにくくなってきて

いるのは，このことが主因となっていることは明らかで

ある。

このような現状の中で「大地のっくり」を理解させる

ためには，観察地を厳選することに加えて観察学習を補

助する教具の開発が必要となる。本研究ではその一つの

試みとして，最も身近な段正構成層を観察対象に設定

し，さらに学習理解を深めるための教具を開発して指導

を行った。その指導に際して得られた事柄は野外観察学

習を実施するうえで有益であると思われるのでここに報

告する。

2. 学習効果を上げるための工夫

本研究の骨子は，野外観察学習を成功に導くために，

①観察対象を段正構成層とし，②観察学習を効果的に行

うためにポーリング模型（以下， Bモデルと称する〉を

活用したことにある。ここでは，はじめに野外観察地の

設定までの経緯を，続いてBモデルの概要とその活用意

図を述べる。

(1) 野外観察適地が備えるべき条件

教育現場の教師が自ら露頭を踏査して観察適地を見つ

け出すことは，現実的には大きな困難に遭遇する。それ

はたいていの教師が観察適地としてイメージする露頭

が，スケーノレの大きい典型的な層構造を示すいわゆる

“教科書的な露頭”であることに加えて， こうした露頭

はたいていの場合は得られ難いことに起因する。

本岩手県花巻市立南城小学校料岩手県立総合教育センター
1988年3月28日受付 8月28日受理

そこでどのような要素を含んだ露頭が観察地としての

条件を満たしているのかを再考してみたい。確かに教科

書的な露頭で、の野外観察は児童の理解が得られやすい。

しかし，小学校で必要とされる学習水準を満たすために

は必ずしも大スケールでなくてもよい。最も大切なこと

は児童に直接経験を積ませること，すなわち露頭が身近

にあることである。そのような条件を満たす露頭は第四

紀層である段丘構成層に極めて高い確率で存在する。そ

第 1図花巻市近郊の露頭の位置図。英文字は調査地

区のブロック名を示し，各ブロック内の数字は

露頭番号を意味する。古：南城小学校



育

れ故，本研究では観察の対象地を段正構成層に求めるこ

とにする。

(2) 観察地周辺の地質調査

段丘構成置を使って指導するにt土観察地周辺の地質構

造の解釈が前提となる。そこでは教師による野外調査が

必要であるが，最も肥沃である段丘周辺は古来から営々

と開墾され続け，その結果当然露頭の不足に悩まされる

ことになる。本研究ではそれを補うための手段としてボ

ーリング資料の有効利用を図るものとする。

地質調査の対象とする地域は，北上川の西岸に発達す

る段丘地形上にある岩手県花巻市の南東部にあたる南城

地区である。本地区の地質構造を把握するための野外調

査で得られた露頭の位置を第1図に示す。図のE-Iは

調査ブロックを示し，各ブロック内の数字は露頭番号を

意味する。南城地区はGブロックに位置し，その中の①

と③は設定した野外観察地点（露頭番号をそれぞれG-1,

G-3とする〉， 交は本研究で授業実践を行った南城小学

校である。 E, G, Iブロックには段丘が発達してお

り，露頭I-4は段丘構成層の模式地である。 F, Hブロ

ックには火山岩類が露出している。さらに，地質構造を

把握するための資料で、あるポーリングの位置図を第2図

とする。このボーリング位置図に付した数字は，南から

北に通し番号で、つけたボーリング番号に相当する。南城

プロックの典型的な地質の岩相を示し，かつ南城小学校

13 

教

一医置す一

学〔地

14 

一騎一一－♂－

R3J佳品一一一一一一一一一

図
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12 
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70ー

20ー（20)

第3図 花巻市立南城小学校周辺のボーリング柱状図

（ボーリング番号12ー15）。

に最も近いボーリング（番号12,13, 14, 15）の地質柱

状図を第3図に示す。この図は授業において南城小学校

近辺の地下構造を把握させるためにも活用したものであ

る。

第1図に示した地域の地質調査ならびに第2図のボー

リング資料を総合して，南城地区の地形ならびに地質の

構造を模式的に表したのが第4図である。この模式図で

は，指導の対象を小学生へ合わせたため地下構造を大き

く三層に単純化して分けてある。すなわち，下位からシ

ノレト，砂際，火山灰の各層から構成される。

シルト層は，湖沼環境を示す（北上市立博物館， 1981)

鮮新統の本畑層上部に対比されるく第四紀総合研究会，

1969，長谷地質調査事務所， 1981)。砂諜層は低位段丘

と中位段丘とに分けられ，中位段丘の砂醗層は更新統の

飯豊牒層に対比される（中川ら， 1963）。低位段正の砂際

層は断定するにたる資料に乏しいものの，更新統の癌木

諜層（中JI[, 1963）と見なしである。最上部の火山灰層

は，これに含まれている軽石の鉱物鑑定によって，黒沢

第2図花巻市立南城小学校周辺のボーリングの位置

図。数字はボーリングの通し番号。
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砲 B奇襲 選S:k U』 E疋
花巻市南城地区の地形および地質の模式図。

G-1：不動橋露頭， G-3：実相寺露頭，古：南城小学校

尻火山灰層（中川ら， 1963）の村埼野軽石に同定した。

井上・小沼 (1981)によれぽ， 本層の噴出起源は焼石

岳，噴出時期は4～7万年前（ウルム氷期前半）である。

(3) 野外観察地の設定

観察地を得るための地質調査により，学校周辺の地質

構造の解釈がで‘きた。本項ではこの結果に基づき，観察

学習に必要な条件を満たしている野外観察適地の選定を

行う。

本研究において，野外観察適地として設定する露頭

は，次の四つの条件を備えたものである。

①「大地のっくり」のねらいが指導できる

②学校のごく近辺に位置している

③短時間で観察ができる

④安全に観察ができる

(2）において述べた野外調査結果から，南城地区におい

て上記の四つの条件をほぼ具備している露頭は第5図に

示されるように四露頭であった。このうち，特に条件③

観察時間ならびに条件④安全性を重視して，野外観察地

を二露頭にしぼりこんだ。その露頭は地名を冠して，露

頭番号G-3を実相寺露頭， G-1を不動橋露頭と呼ぶc

おのおのの露頭の模式断面図を第6図に，また，その露

頭の状況を写真1に示しておく。

第5図 南城小学校に近い四つの観察露頭。①実相寺

露頭と②不動橋露頭が本研究で観察適地として

選定した露頭。
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第6閃 観察適地の模式断面図。数字は地表を基準（Om）にとった時の露頭の垂直距離。

(A）実相寺露頭，（B）不動橋露頭。

(A) {B) 
写真1 観察適地の露頭の状況。

(A）実相寺露頭，（B）不動橋露頭。

(4）教具の開発－Bモデルー み重ねたものである（例えば，小野寺， 1985）。その表面

野外観察を効率的に行うために開発した補助教具で、あ には平面地形図が張り付けてある。 Bモデ、ノレとし、う名称

るBモデ、ルを写真2に示す。 Bモデルは，発泡スチロー は，このBモデノレに埋めこんだ試験管製の模式的ボーリ

ルの平板を 4m間隔の等高線に沿って切断し，これを積 ングサンフ。ル（試験管ボーリングと呼ぶ〉にちなんでい
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写真2 ボーリング模型（Bモデル〉。

る。試験管のなかには実際の露頭の堆積物が模型の縮尺 る野外観察学習を成功に導くためには，学習の初期の段

に対応させて封入しである。この試験管ボーリングを写 陪からその学習成果を常に顕在化させる必要がある。す

真3に示す。 Bモデ、ルは次のことを意図して開発した。 なわち，野外観察以前におけるBモデルの使用意図を，

野外観察学習は単に一つの露頭を解釈するだけでな 露頭の観察に必要な予備知識の確認と観察直前まで、得た

しそれを手がかりとして「大地のっくり」全体を理解

させるものでなければならなし、しかも現実には，露頭

の観察回数は一回もしくは二回というごく限られた機会

しか与えられていなし、。このような制約のもとで、行われ

写真3 Bモデルから抜きだした試験管ボーリングゎ

時
数

つ

3 

4 

5 

6 

7 

8 

単 学習項 目 観察学習 Bモデルi
3℃ 設定時間 活用形怒

V古い層の出ている 口 ム
露頭のようす

地 口 ム
面
の V学校近辺の地面の 口 。
下 下のようす
の 口 。
よ
つ V野外観察の事前学習 口口 な
す
V実相寺露頭 口口口口
不動橘露頭
のようす 口口

地で Vねん土、砂、磁層、 ロロ な
層き 軽石層のでき方
の方

動大 V大地の持ち上がり

I 口ロ
大

く地 と沈み
V単元のまとめ な

口：直接観察に要する時間、一個につき 10分間を表す
ム：導入部分での活用、 O：導入と展開部分での活用
＊：導入から展開そしてまとめ部分での活用

第7図単元「大地のっくり」の指導計画。
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編成〉の l学級39名（男子19名，女子20名〉である。 10

時間にわたる授業はすべて著者の一人である高橋があた

’つ J」。

第6' 7時に実施された野外観察で、は，授業者のほか

に児童の引率を行うために学級担任と理科担当の二教諭

が同行し，さらに共著者である菊池が野外観察の記録を

担当した。野外観察時の交通手段は自転車を用いたが，

これは観察時間を可能な限り多く確保するため，移動時

間のスピード化を図ったことによる。

野外観察学習以前の指導においては，特に次の点に工

夫を加えた。

①大まかな地質構造を予備知識として与えるため，ス

ライドやボーリング資料を活用する。

$露頭の観察方法および観察結果の記入方法を習得さ

せるため，スケッチなどの実習時間を十分に取る。

野外観察学習を補助する教具であるBモデノレは，本単

元の当初から児童が見やすいように教師用実験台の上に

教学〔地24-(24) 

3. 授業実践

「大地のっくり」の指導内容は花巻市で採択されてい

る教科書（東京書籍， 1986）に準拠している。また，授

業の指導計画は，いわゆる教師用指導書（新しい理科編

集委員会， 1986）を参考にして筆者が新たに作成したも

のである。この指導計画にそって授業実践がなされた

が，これを第7図に示す。本図で，口は直接観察に要し

た時聞を表し， その一個が 10分間に相当する。また，

ム， O，交は授業過程の中のBモデノレの活用形態を表

す。ムは導入部分での活用， Cは導入と展開部分におけ

る活用，交は導入から始まり展開そしてまとめの各過程

までの活用を意味するものである。

授業の対象は，花巻市立南城小学校第6学年（3学級

知識の確認という点におく。さらに，野外観察以後にお

けるそれは，露頭の観察結果の集約と観察地周辺の地質

構造の推論のための媒体とする。

学w課題
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(B) 
児童による観察記録例。

(A）実相寺露頭，（B）不動橋露頭。

第8図
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置いておき，単元の終了時まで一貫して活用した。 Bモ

デルの活用場面は，第7図に示しているように，授業が

進むにつれて次第に多くなっていく。これは，知識の確

認と学習の集約などにBモデルを多用したことに起因す

る。

4. 指導の効果

ここでは，段丘構成層の観察学習とBモデルの活用に

よって生じた学習効果を児童の意識調査や提出物などを

使って分析する。

はじめに段丘構成層を観察地に選定したことの効果を

児童によってなされた二露頭の観察記録からみてみた

い。この児童の観察記録例を第8図に示す。二つの露頭

の観察要素は13項目であり，その内容は構成物の大きさ

・形・色・におい・かたさ，そして地下水のしみ出しな

ど直感的な観察能力を必要とするものである。さらに第

9図に，全児童による観察記録の正確さを評価した結果

を示す。ここでの評価とは，二つの露頭において正確な

観察がなされ，さらに必要な記録がなされているかを判

定したことを意味している。こここでは，これを正確度

と呼ぶことにしよう。

第9図に示されているように，正確度の平均値は約80

%と初発の観察としては高い値を示している。個々の判

定要素の正確度を見れぽ，約40%から95%までの値を持

ち，その散布度は比較的広い。しかし，正確度の低い項

目の観察内容は， 「大地のっくり」の理解という点から

見ればその重要性はそれ程高くはない。

上述の事柄を総合すると，直感的な観察能力で地層の
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第9図各観察項目の正確度（全児童対象〉。

質問項目

50 100 

園 E 霊協
ょくできな 少Lできた Mりできなかった 全震で3ぞか勺た

第10図 Bモテソレに対ーする児童の意識。

解釈が可能な段丘構成層は小学生にとって好適な素材で

あることを意味している。すなわち，段丘構成層は小学

生の観察能力のレベルに合致しており，観察学習に最適

な対象である。

次に， Bモデルの活用効果を，その活用に対する児童

の意識に基づいて分析を加える。第10図はBモデノレの、活

用に対する児童の意識を示す。これは， Bモデノレの活用

意図である，①知識の獲得状況の確認，②観察地周辺の

地質構造の推論とし、う二項目に関して四つの選択肢から

一つ選ばせたものである。否定的な反応は二項目とも 5

3＆以下と極めて少なし、。さらに，地質構造の推論に関し
ては， 50%以上の児童が活用効果を積極的に支持し，知

識の獲得状況の確認においても同様にその積極的な支持

率は約40%と高率である。以上のことから， Bモデルの

活用が児童の「大地のっくり」の理解を深めるうえで有

100 効に（動いたと判断される。

5. 結語

①本稿は，著者の一人（高橋〉が昭和62年度の岩手県

立教育センター長期研修講座を受講した際になされた研

究を母胎としている。その研究主題は“小学校理科「大

地のっくり」における地域教材の開発に関する研究”で

あり，共著者である菊池の指導のもとに研究がおこなわ

れた。

②本研究では，小学校理科6年「大地のっくり」にお

いて重要な役割を果たす野外観察学習を成功に導くた

め，指導者自身による野外調査に基つマいて段正構成層を

含む露頭を観察の対象に設定し，その観察学習を実施し

た。さらに，観察学習を効果的に行うため， Bモデルと
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命名した教具を開発して，授業において一貫して活用し ける地域教材の開発に関する研究：昭和58年度岩手

た。 県立教育七ンター長期研修生研究報告書， 37c手
その指導効果の分析により，段丘構成層は児童の観察 記〉．

学習に最適であること，さらに， Bモデルの活用が児童 井上克弘・小沼敦， 1981：北上川中流域における黒沢尻

の「大地のっくり」の理解を深めるうえで有効に作用し 火山灰の層序・分布と強磁性鉱物の化学組成：第四

たことがわかった。 紀研究，第20巻，第1号， 1～14.

③Bモデ、ルはその活用方法をさらに工夫することによ 株式会社長谷地質調査事務所， 1981：北上川流域地質図

って学習効果を高めることができょう。すなわち，試験 〈二十万分之ー〉．

管ボーリングの数を増やすことによって地層の広がりを 菊池真市， 1981：理科の教材と指導法に関する研究一地

よりよく指導することができる。また， Bモデ、ルを構成 質教材指革（野外観察〉のための資料作成：教育研

する積み重ねた発泡スチローノレ板を色分けするによって 究岩手，第46号， 63～64，岩手県立教育センター．

層構造の理解をうながすことができる。 北上市立博物館， 1981：北上川流域の自然と文化シリー

謝辞 ズ（3）郷土のおいたち一地質時代： 4～5.

岩手県立教育センタ一長野文孝研究員には粗稿を閲読 第四紀総合研究会， 1969：日本の第四系：専報第15号，

して頂いた。岩手県立教育センター堀川英俊所長ならび 67～72. 

に花巻市立南城小学校長荒木田喬先生には研究の便を図 近角聡信・水野丈夫ほか35名， 1986：新編新しい理科6

って頂いた。ボーリング資料の収集に際して，花巻市役 下，東京書籍， 2～17.

所下水道課，同教育委員会，国立療養所南花巻病院，学 中川久夫・石田琢二・佐藤二郎・松山力・七崎修， 1963

校法人富士大学，株式会社伊藤組の御協力を頂いた。ま ：北上川上流沿岸の第四系および地形一北上川流域

た，花巻市叡市計画課，同農政課の方々から地図の提供 の第四紀地史c1 ）－：地質学雑誌，第69巻，第811
を受けた。さらに，野外観察地の利用を株式会社伊藤組 号， 163～170.

に許可して頂いた。ここに記して感謝の意を表します。 中川久夫・岩井淳一・大池昭二・小野寺信吾・森田紀子

引用文献 ・木下尚・竹内貞子・石田琢二， 1963：北上川中流

新しい理科編集委員会・東京書籍株式会社編集部， 1986 沿岸の第四系および地形一北上川流域の第四紀地史

：新編新しい理科6下教師用指導書：東京書籍， 28 c 2）：地質学雑誌，第69巻，第812号， 219～227.
～58. 文部省， 1979：小学校指導書理科編：大日本図書，106～

小野寺武男， 1985：小学校理科の「川」や「地層」にお 108. 

高橋良政・菊池真市：段丘構成層の観察学習とその学習を補助するボーリンゲ模型の活用 地学教育

42巻， 1号， 17～26, 1989 

〔キーワード） 小学生，地質分野，段正構成層，ボーリング模型，野外調査，ポーリング資料

〔要旨〕 小学校理科6年「大地のっくり」では野外観察が不可欠であるが，都市環境整備に伴い地層の観察適

地が減少しつつある。こうした現状を打開するため，段丘構成層を観察対象に設定し，かつ観察学習を補助

するボーリング模型を開発して授業を行った。その結果，段丘構成層は小学生の観察能力の水準とほぼ合致

していることと，模型の使用が知識の定着のうえで有効であることが明らかになった。

Yoshimasa TAKAHASHI and Shinichi KIKUCHI : Set up observation places for field geology and 

a teaching apparatus applicable to Elementary school ; Educat. Earth Sci., 42 (1), 17～26, 1989 
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地学は，暗記することが多くて好きになれない。その

対象としている分野が天文・気象・岩石・鉱物・化石・

地震・火山・海洋などと非常に広いので，理科の中では

いちばん難かしい科目である，などとよくいわれる。た

しかに地学で学習する内容には，時間的・空間的に極小

から極大の事項があり，地質時代の名称や年数・岩石・

鉱物・化石のなまえなど覚えることが多いが，物理・化

学・生物でも覚えたり暗記したりする用語や公式などは

少くない。

また，その生成のプロセスを実験などで容易に再現で

きない，いろいろな要因が相互に関与していて明確なひ

とつの答えをだしにくい，実際に扱う対象には地域住が

あり教科書的に画一化しにくい，ということも地学を敬

遠する理由にあげられる。このことは地学の特徴でもあ

ることで，地学関係者にとっては残念なことで，地学教

育を進める上でも大きな問週となっていた。

地学が学習者に，あるいは担当者に受け入れられるた

めには，身近かにある素材を教材化して観察や実験，観

測を行うことである。もともと地学という学問ほ，教科

書や書物で学ぶのではなく，生の自然に接し，疑問をも

ち，なぜかと考えることが原点である。しかし，実験や

観察については，これまでし、ぃ教材がない，準備や指導

に時間がかかり進度が遅れる，実験材料や標本がないと

いった理由などで敬遠される向きもあった。

本書は， 3人の編集者が中心となって，全国各地の熱

心な地学教育の実践者65名の執筆協力を得て，それらの

貴重な研究成果をもとにまとめられたもので，地学教育

の振興上価値ある資料として紹介する次第である。

本書の内容目次〈一部略〉は下記の通り10（章）88のテ

ーマおよび資料編からなり，各テーマは解説〈ねらい，

準備，方法，観察，実験，考楽，発展などの項目〉と図・

写真・表とが見聞きページに収められていて 1テーマに

ついて2ページ（テーマよっては4～6）にまとめられ

ていて必要な情報が一目で把揮できるよう工夫されてい

る。 〈 〉内はテーマ数。

岩石帥〔花コウ岩・安山岩・玄武岩・レキ岩・石灰岩・

凝灰岩・チャート・結品片岩・片麻岩，他〕

鉱物（8）〔水晶と石英・長石・雲母・方解石・磁鉄鉱・褐

鉄鉱・火山灰中の鉱物・放射性鉱物〕

地質現象（5）〔断層・岩脈・不整合・泥砂レキ・地層の構

介

造・河床レキ層〕

地形（5）〔カノレスト地形・河岸段丘・海岸段丘・海岸地形

－河川の侵食地形と堆積地形〕

化石（8）〔二枚貝の化石・巻貝の化石・被子植物の化石・

シダ植物の化石・花粉化石・有孔虫の化石・アγモ

ナイト・その他の動物の化石〕

地震（9）〔地震計・地震波（PS波モデル実験〉・地震波

（地震波の伝わり方〉・地震動・津波・古地磁気・ア

イソスタシイー・プレートテクトニクス，他〕

気象ω〔気温・湿度・気圧・雨・雲・雪・風・台風・前
線・天気図・気象衛星画像〕

陸水・海水（7）〔流水・川原のレキ・井戸・泉・潮汐・海

流・海水〕

天文鈎〔地球の大きさと形・地球の運動・太陽系の広が

り・月の満ち欠け・すい星・関石・太陽放射・星銀

河系の構造・星雲，他〕

火山（3）〔火山弾・噴石・溶岩〕

資料（8）〔偏光顕微鏡・地図と地形図の種類と読み方・ひ

まわり・プラネタリウム・天体写真・天体望遠鏡の

使い方・惑星探査衛星による写真の活用，他〕

10（章）に分けて地学の各分野を網羅されているが，も

ともと実験・観察・観測などに向いている分野，教材化

が難かしい分野，中・高校生対象では高度で扱いにくい

分野などがあるのでテーマによっては執筆者は苦労され

たのではなし、かと思う。

テーマによってはページ数が制限されているため，そ

の分野の基礎知識がないとわかりにくいところ，とりあ

げてほしかった項目（例えば，サンゴやコノドントの化

石，日本にはないが環境理解として砂漠や氷河に関する

ドライラボ的なもの，自然界における物質循環・水収支

・熱収支・元素の循環〉など，完成した書物については

紹介者・読者は注文をつけること容易であるが，テーマ

の選定は大変だったと思う。平素の教育実践をもとにし

た貴重なデータ，地学教育の新しいテーマが集められて

いる。

近く改訂される高等学校「理科」においては，「IA」

を付す科目では．身近かなものを， 「IB, IL」を付す

科目で、は課題研究をそれぞれ扱うことになっているの

で，本書を参考，手がかりとして，小中高校の地学分野

担当者が，総括的または地域的な新しい教材の開発に努

力されることを期待し，本書を紹介する次第である。

〈平山勝美〉
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